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がらも，昔から (丹法が) 好きな人は計り知れないが，そのほとんどが (正しい師匠













































































汞 離 日 陽 魂 火 雌 女 (靑)龍 南 ~


























































































































































① HgS+O2 → Hg+SO2
② 2Hg+O2 → 2HgO
まず，朱砂 (HgS) は赤色を帶び，水銀 (Hg) は銀色を帶び，2HgO (酸O水銀) も赤い




























日の 1ヵtを基準とするために一日を晝夜に分けて 30日を 60卦に割り當てる。その順序
は，『周易』の順に準じる。『周易』は，乾・坤・屯・蒙……中孚・小過・旣濟・未濟の
順になっているので，乾坤と坎離が拔けた屯・蒙……中孚・小過・旣濟・未濟の順序で






















































































で金 (つまりm) を言い，離 (☲) は日なので汞をいう。それ故，坎離を用いて藥材




















































ぐに液體 [水] に變Oし汞に入る。(すると) m精 (つまり液Oしたm) はすぐに廣く廣
がって汞を,け入れるようになる。汞はmに會って發散されmの中に入る。冷却さ
































































なる。そうであれば，/者は後者の母 [生之者] であり，後者は/者の息子 [)生者] で
ある。ところが，mは坎 (☵) で水に當る。そうであれば，藥材のmを作る母は金に該當
することになる。すなわち，固體のmが金なら液體のmは水となる方式である (金生水)。






















































藥の出發點は，ただ金 (つまりm) 火 (つまり汞) の二つである。“後に三五になっ




















』(科學出版社，2002 年) 378 頁「《周易參同契》與煉丹」




































































































































































































































































東 方 學 報
260〔37〕
かったとしても『周易參同契5』と『周易參同契眞義』で共に難なく見出すことが
できる。その過cは旣営のとおりである。特に9代における外丹の大液行を考慮すると
「水火匡廓圖」「三五至精圖」の類が存在した可能性は非常に高い。そして「眞元妙經圖」
と關連した內容が否定されたとしても，內丹家である陳摶によって現存の太極圖が作成
されたということは，特別な根據はないが5目してみる必	がある。
硏究者は，本論をして二つのことを%張しようとする。
第一に『參同契』を外丹の立場から見たとき，難なく周濂溪太極圖の上の部分に見ら
れる三つの圖をQ出することができる。『參同契』の言語表現を考慮すると，その三つの
圖は少なくとも表面上『參同契』の內容を反映したものと言える。そのそれぞれの圖の
味は/営したりである。
第二に，周濂溪の太極圖を見ると，彼の太極圖は『參同契』からQ出された圖に由來
したような痕跡がある。
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